
海上空港のある花と史跡、のまち 昭和59年11月1日 NQ1013 

市政だより
人口の動き

(前月比〉
人口計 68.963 +104 
男 33.104 + 42 
女 35.859 + 62 

世帯数 20.531 + 46 
10月T日現在
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東島まゆみさん(諏訪一丁目)

り

決OO@[j@ぬ号域総@
~~会æ 宇野木由香さん(久原二7目)

ささ~WW@唇(B下回祐子さん(宮小路二目)

~~信自白
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大
村
市
の
美
を
代
表
す
る
、
ミ
ス

大
村
、
ミ
ス
お
お
む
ら
桜
、
ミ
ス
花

菖
蒲
が
決
ま
り
ま
し
た
。

ミ
ス
大
村
に
選
ば
れ
た
の
は
宇
野

木
由
香
さ
ん
(
幻
歳
)
で
、
身
長
は

邸
側
。
読
書
と
料
理
を
作
る
の
が
楽

し
み
と
か
。
サ
イ
ズ
は
上
か
ら
、
お

・
臼
・
位
。
「
本
当
に
自
分
が
な
っ

て
い
い
の
か
し
ら
と
思
っ
た
。
私、が

な
っ
た
の
で
来
年
か
ら
は
応
募
者
が

増
え
る
ん
じ
ゃ
な
い
ん
で
す
か
」
と

ユ
ー
モ
ア
も
あ
る
明
る
い
お
嬢
さ
ん
。

「
健
康
に
注
意
し
て
大
村
市
の
お
役

に
立
ち
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
れ
ま
で
は
ミ
ス
大
村
の

ほ
か
、
準
ミ
ス
大
村
を
2
人
選
ん
で

い
ま
し
た
が
、
こ
と
し
か
ら
、
大
村

市
の
観
光
名
物
に
ち
な
ん
で

「ミ
ス

ぐ

お
お
む
ら
桜
」
「
ミ
ス
花
菖
蒲
」
と
変

更
を
し
、
大
村
市
の
観
光
宣
伝
に

一

役
買
っ
て
も
ら
い
ま
す
。

ミ
ス
お
お
む
ら
桜
に
選
-
ば
れ
た
下

田
祐
子
さ
ん
(
初
歳
)
は
身
長
胤
倒
。

編
み
物
が
趣
味
で
サ
イ
ズ
は
お
・
印

ハu
d
o

n
6
 
ミ
ス
花
菖
蒲
に
選
ば
れ
た
東
島
ま

ゆ
み
さ
ん
(
幻
歳
)
は
身
長

m
m。
読

書
が
趣
味
で
サ
イ
ズ
は
お
・
臼
・

ω。

3
人
は
日
月
2
日
の
お
お
む
ら
祭

前
夜
祭
の
ミ
ス
大
村
選
彰
式
で
正
式

に
美
の
代
表
に
決
ま
り
、
翌
3
日
の

お
お
む
ら
祭
の
市
中
パ
レ
ー
ド
で
晴

れ
姿
を
披
露
し
、
向
こ
う
1
年
間
、

市
な
ど
が
主
催
す
る
公
式
行
事
な
ど

に
彩
り
を
添
え
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ミス大村宇野木由香さん

マルチ販売
~ネズミ講式

販売~

ミス花菖蒲
東島まゆみさん

。
マ
ル
チ
販
事
と
は

ネ
ズ
ミ
講
の
仕
組
み
を
商
品
販
売

に
適
用
し
た
も
の
で
、
マ
ル
チ
販
売

に
加
わ

っ
た
人
は
、
商
品
の
販
売
よ

り
も
、
次
々
と
新
規
の
販
売
員
を
加

入
さ
せ
て
組
織
弁
γ

大
き
く
す
る
こ
と

に
熱
中
し
が
ち
で
す
。
こ
の
た
め
マ

ル
チ
販
売
は

「ネ
ズ
ミ
講
式
販
売
」

と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

。
マ
ル
チ
販
売
の
特
徴

。
組
織
に
加
入
す
る
た
め
に
は
、
入

会
金
・
商
品
代
金
な
ど
の
金
銭
を

支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
の

額
は
上
位
ラ
ン
ク
に
な
る
ほ
ど
高

額
に
な
り
ま
す
。

O
い
っ
た
ん
組
織
に
加
わ
れ
ば
、
新

た
に
販
売
員
を
加
入
さ
せ
た
り
、

自
分
が
加
入
さ
せ
た
販
売
員
を
上

位
ラ
ン
ク
に
昇
格
さ
せ
る
と
、
そ

の
組
織
か
ら
紹
介
料
(名
目
は
さ

ま
ざ
ま
で
す
)
が
支
払
わ
れ
ま
す
0

0
マ
ル
チ
販
売
の
問
題
点

組
織
か
ら
支
払
わ
れ
る
紹
介
料
の

額
は
大
き
い
の
で
、
加
入
者
は
商
品

を
売
る
こ
と
よ
り
も
新
規
の
販
売
員

ミスおおむら桜
下回祐子さん

集
め
や
自
分
が
加
入
さ
せ
た
販
売
員

を
上
位
ラ
ン
ク
に
昇
格
さ
せ
る
こ
と

に
夢
中
に
な
り
が
ち
で
す
。
け
れ
ど

も
1
人
の
加
入
者
が
新
た
な
販
売
員

を
2
人
、ず
つ
勧
誘
す
る
と
、
-
人
が

2
人、

2
人
が
4
人、

4
人
が

8
人

・
・
・
;
・
と
す
す
む
過
程
で
幻
代
目
に
は

約
1
億
3
4
0
0
万
人
と
日
本
の
人

口
を
上
回
っ

て
し
ま
い
ま
す
。

こ
れ
で
は
ネ
ズ
ミ
講
と
同
じ
よ
う

に
、
組
織
が
大
き
く
な
る
に
し
た
が

っ
て
販
売
員
の
勧
誘
は
行
き
づ
ま
っ

て
し
ま
い
ま
す
。
後
か
ら
加
入
し
た

人
は
、
紹
介
料
も
得
ら
れ
ず
、
商
品

の
販
売
も
思
う
に
ま
か
せ
な
い
、
と

い
っ
た
こ
と
に
な
り
が
ち
で
す
。

。
マ
ル
チ
販
亮
に
対
す
る
法
規
制

訪
問
販
売
法
で
は
、
マ
ル
チ
販
売

の
弊
害
を
防
止
す
る
た
め
に
、
不
当

な
勧
一
誘
行
為
を
禁
止
す
る
と
と
も
に

販
売
の
仕
組
み
ゃ
契
約
の
内
容
を
明

ら
か
に
し
た
書
面
の
交
付
を
義
務
づ

け
て
い
ま
す
。

。
解
除
し
た
い
と
き
は

つ
い
加
入
し
て
し
ま
っ
た
が
、
取

消
し
た
い
;
:
:
。
こ
ん
な
場
合
は
法

で
定
め
る
ク
l
リ
ン
グ

・
オ
フ
制
度

を
利
用
し
ま
す
。
こ
の
制
度
の
説
明

の
書
面
を
受
取
っ
た
日
か
ら
凶
日
以

内
で
あ
れ
ば
、
無
条
件
で
加
入
契
約

の
解
除
が
で
き
ま
す
。

ご協力ください)下水道 (工事中ご迷惑をおかけしますが、心で伸ばす※ふれあいの
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税
を
知
る
週
間
・
竹
月
竹
田
''b
刊
日

国
は
、
私
た
ち
が
豊
か
で
安
定
し

た
暮
ら
し
が
で
き
る
よ
う
に
、
幅
広

い
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

税
金
は
、
国
が
活
動
す
る
た
め
の

大
切
な
財
源
で
す
か
ら
、
私
た
ち
が

生
活
の
向
上
と
安
定
を
願
う
限
り
、

ど
う
し
て
も
負
担
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
云
わ
ば
共
同
社
会
弁」
維
持
す
る

た
め
の
会
費
で
あ
る
と
い
え
ま
し
ょ

う
。
こ
の
よ
う
に
重
要
な
役
割
を
果

た
し
て
い
る
税
金
に
つ
い
て
、
そ
の

仕
組
み
ゃ
使
い
み
ち
弁
干
分
に
理
解

し
て
い
た
だ
く
た
め
に
恩
院
庁
で
は
、

日
月
日
日
か
ら
げ
日
ま
で
を

「税
を

知
る
週
間
」
と
し
、
全
国
的
に
キ
ャ

ン
ペ

l
ン
を
行
い
ま
す
。

ー
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施

1

日
時

日
月
日
日
間
、
午
後
1
時
よ

り
約
1
時
間

場
所

本
町
ア
ー
ケ
ー
ド

内
容

税
に
つ
い
て
の
街
頭
P
R
、

資
料
配
布
な
ど

ご
存
知
で
す
か

司
副
早
川
ω

「
自
動
車
が
な
い
の
に
自
動
車
税

が
か
か
っ
た
」
と
か
「
1
台
し
か
な

い
の
に
2
台
分
の
税
金
が
か
か
っ
た
」

な
ど
の
苦
情
が
よ
く
聞
か
れ
ま
す
。

ど
う
し
て
で
し
ょ
う
。

自
動
車
税
は
毎
年
4
月
1
日
現
在

で
陸
運
事
務
所
に
登
録
さ
れ
て
い
る

自
動
車
の
所
有
者
に
課
税
さ
れ
ま
す
。

そ
の
た
め
、
自
動
車
を
他
人
に
譲

っ
た
り
、
廃
車
し
た
場
合
に
、
変
更

登
録
や
抹
消
登
録
が
さ
れ
で
な
け
れ

ば
、
引
き
続
き
課
税
さ
れ
る
か
ら
で

す
。くく
譲
渡
お
よ
び
廃
草
し
た
ら

す
ぐ
手
続
き
を
くく

自
動
車
会
社
な
ど
に
手
続
き
を
依

頼
し
た
人
は
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

ま
だ
手
続
き
が
済
ん
で
い
な
い
人
は

直
接
、
陸
一
事
事
務
所
で
手
続
き
を
行

う
か
大
村
地
区
自
家
用
自
動
車
協
会

(
松
並
2
丁
目
、

宮
②
2
9
7
1
)

へ
ご
相
談
の
上
、
必
ず
抹
消
登
録
ま

た
は
変
更
登
録
を
し
て
く
だ
さ
い
。

.，主君
むおお市政だより(3) 

明
日
を
担
w

つ

青
少
年
が
心
身

と
も
に
健
や
か

で
、
た
く
ま
し

さ
、
や
さ
し
さ

弁
い
身
に
つ
け
た

人
間
と
し
て
、

成
長
す
る
こ
と

は
市
民
す
べ
て

の
願
い
で
す
。

青
少
年
の
問

題
行
動
な
ど
は

依
然
と
し
て

一

般
化
、
悪
質
化
、

低
年
齢
化
の
傾

向
に
あ
り
ま
す
。

今
こ
そ
、
家
庭

・
地
域
が

一
体
と
な

っ
て
、
青
少
年
の
非
行
防
止
と
健
全

育
成
に
つ
と
め
ま
し
ょ
う
。

O
親
子
の
「
心
の
ふ
れ
あ
い
の
場
」

を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

O
心
身
と
も
に
健
康
な
子
ど
も
に
育

て
ま
し
ょ
う
o

i

思
い
や
り
の
あ
る
子

|

ー

あ
い
さ
つ
の
で
き
る
子

|

O
親
か
ら
ま
ず
手
本
を
示
し
ま
し
ょ

F

勺
ノ
0

0
子
ど
も
の
生
活
行
動
に
は
、
関
心

を
も
ち
問
題
が
あ
る
場
合
に
は
注

意
し
ま
し
ょ
う
。

割
問
民
国

O
望
ま
し
く
な
い

行
動
を
と
る
青

少
年
を
見
か
け

た
ら
「
愛
の一

戸
」
を
か
け
、

地
域
ぐ
る
み
で

正
し
く
導
き
ま

1
v
よ
P

フ
。

O
地
域
ぐ
る
み
で

「少
年
の
日
」

「家
庭
の
日
」

の
運
動
を
推
進

1
レ
宇
ナ
し
ょ
λ
ノ
。

-
s
d
h
g
へま
J

愉
J

J

dm
・‘，
'fト同
I
L
+
μ
」

予
施
嚢
聾
寵
拘
也
事

-
d
回
目

r---a--ta-mwd刷，

該
当
す
る
幼
児

O
生
後
日
l
η
か
月
ま
で
の
麻
し

ん
に
か
か
っ
た
こ
と
の
な
い
幼

日
し
i
e
ノ

O
麻
し
ん
予
防
接
種
を
受
け
た
こ

と
の
な
い
幼
児

料
金

無
料

接
種
期
限

日
月
初
日
@

接
種
方
法

個
人
接
種
で
す
の
で
、

直
接
指
定
さ
れ
た
医
院
で
受
け
て

く
だ
さ
い
。

間
合
わ
せ
先

生
活
環
境
課
衛
生
係

※
接
種
医
院
な
ど
、
詳
し
い
こ
と

は
叩
月
1
日
号
の
市
政
だ
よ
り

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※11月は個人事業税の納期です (便利な口座振替をご利用 くだ さい)

地域活動へも積極的に参加させま しょう
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~資格のある人は

今すぐ加入しましょう~
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農
業
経
営
の
近
代
化
と
農
業
者
の

豊
か
な
老
後
の
生
活
を
目
ざ
し
て
で

き
た
年
会
也
で
、
ほ
か
の
年
会
唯
一に
み
ら

れ
な
い
高
率
の
国
庫
補
助
が
あ
り
、

安
心
し
て
加
入
で
き
ま
す
。

給
付
を
受
け
る
に
は
|

加
入
し
て
か
ら
印
歳
に
達
す
る
月

の
前
月
ま
で
に
、
保
険
料
を

一
定
期

間
以
上
納
め
る
こ
と
が
必
要
で
す
が
、

下
表
の
よ
う
に
若
い
う
ち
に
加
入
す

る
ほ
ど
、
年
金
の
受
取
額
が
大
き
く

な
る
仕
組
み
に
な

っ
て
い
ま
す
。

「
農
業
者
年
金
は
初
年
間
保
険
料
を

納
め
れ
ば
貰
え
る
の
だ
か
ら
、

ω歳

の
と
き
に
加
入
す
れ
ば
よ
い
」
と
思

っ
て
い
る
人
も
多
い
よ
う
で
す
が
、

年
会
単
に
は
加
入
期
限
が
あ
り
ま
す
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

加
入
資
格
は
|

国
民
年
会
阜
の
加
入
者
で
、

ω歳
に

達
す
る
月
の
前
月
ま
で
の
被
保
険
者

期
間
な
ど
が
初
年
以
上
あ
る
人
で
、

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

①
自
八
万
名
義
の
農
地
な
ど
の
面
積
が

切
ア
l
ル
以

t
あ
る
農
業
経
営
主

与古書事
40年の場合 30年の場合 20年の場合

位O歳で加入) (30歳で加入) (40歳で加入)

60---64歳 経常移譲年金
円 円

892，300円1. 784. 600 1. 338. 500 

経常移譲年金 178.700 134，000 89.400 

65歳以降 農業者老齢年金 446.800 335.100 223，400 

計 625. 500 469，100 312.800 

③
自
分
名
義
の
農
地
な
ど
の
面
積
が

初
ア

i
ル
以
上
印
ア
l
ル
未
満
の

集
約
的
な
農
業
笠
呂
主

③
自
分
名
義
の
農
地
な
ど
の
面
積
が

日
ァ
l
ル
以
上
の
農
業
経
営
主
の

直
系
卑
属
の
う
ち
、
そ
の
経
営
主

か
ら
農
業
後
継
者
と
し
て
指
定
さ

れ
た

1
人
の
人
で
あ
っ
て
、
引
き

続
き

3
年
以
上
農
業
に
従
事
し
て

い
る
人

※
詳
し
い
こ
と
は
、

農
業
委
員
会
ま

た
は
、
お
近
く

の
農
協
に
お
尋

ね
く
だ
さ
い
。

指
名
手
配
被
騒
音
の

発

見

に

ご

協

力

を

大
村
警
察
署
(
宮

③

3
1
2
6
)

現
在
、
全
国
の
警
依
早
か
ら
殺
人
や

f
¥
ノこ
ん
な
と
き
は

強
盗
、
窃
盗
な
ど
の
罪
を
犯
し
、
指

1
1
0番
L
J

名
手
配
さ
れ
逃
げ
回

っ
て
い
る
犯
人

O
ポ
ス
タ
ー

・
新
聞

は
約
4
8
0
0
人
、
県
内
で
も
約
却
な
ど
で
見
た
手
配

人
い
ま
す
。
こ
れ
ら
指
名
手
配
の
犯
犯
人
を
知
っ
て
い

人
を
野
放
し
に
し
て
お
く
こ
と
は
第
る
、
似
た
人
を
見

一一

・
第
三
の

犯

罪

を

許

す

こ

と

に

な

か

け

た

り
ま
す
。

O
手
配
犯
人
が
立
ち

特
に
凶
悪
犯
人
は
追
い
つ
め
ら
れ
回
っ
た

自
暴
自
棄
と
な
り
、
ま
た
シ
ン
ナ
ー

o手
配
犯
人
か
ら
連

中
毒
者
や
覚
せ
い
剤
関
係
の
犯

人

な

絡

が

あ

っ
た
、
所

ど
は
幻
覚
症
状
な
ど
に
よ
り

何

の

関

在

が

わ

か

っ
た

係
も
な
い
善
良
な
市
民
を
殺
傷
す
る

O
自
宅
付
近
や
職
場

と
い
う
通
り
魔
事
件
も
発
生
し
大
き
な
ど
で
「
ど
う
も

な
社
会
問
題
に
も
な

っ
て
い
ま
す
。

お
か
し
い
」
と
思

こ
の
よ
う
な
指
名
手
配
犯
人
を

一

わ
れ
る
よ
う
な
人

日
も
早
く
捕
ま
え
る
に
は
、
皆

さ

ん

が

い

る

の
ご
協
力
が
大
き
な
力
と
な
り
ま
す
。

皆
さ
ん
に
ご
迷
惑
は

お
か
け
し
ま
せ
ん
。

取引先倒産の場合の資金手当をいたします。
<中小企業倒産防止共済制度>は、中小企業の連鎖倒産を未然に防ぐために、国がつく

った制度です。

加入後6か月以上たって取引先事業者が倒産し、売掛金債権等の回収が困難となった場

合、掛金総額の10倍の範囲内 (最高2，100万円)で無担保・無保証人・無利子で共済金の貸

付けが迅速に受けられます。 (ただし、貸付けを受けた共済金の10分の lに相当する掛金

額に対する権利は消滅します。)

すでに多数の方が貸付けを受けて経営の危機を乗り切り、助かったと喜んでおられます。

ぜひこの制度へのご加入をおすすめします。

この制度のくわしいことは、大村商工会議所 (ft③4222)
関へ。

およびお取引きの金融機

粉石けんいのちは大事※人間の
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力作がずらり(鬼一1為 萱瀬、出張所)

第T回の萱瀬地区生活文化展ガ聞かれきしだ。盆栽
や、書道、写真、民芸面、手芸日など、会場いっぱい

展示され、訪れだ人の目を楽しませていました。

繋君 、事

「一一一明るく住みよいまちづくりと公民館の役割

‘おめでとう“夫婦愛てぢO年.(児 市役所)
今年、金婚式を迎えだ40組の夫婦に金婚
祝賀状と記念の金杯を贈り¥半世紀の夫
婦愛をだたえましだ。

第
54 
園

青少年の健全育成のため、 それぞれの年代の役割りについ

て、さらに公民館自身の運営について研究討議が行われますσ

多数のご参加をお待ちしています。

約2600人の児童ガ参加し“小牟
学校体育祭(先陸上競技場

全員ガ参加し疋 100m走や学
枝対抗の400mリレ一、走り高
飛びなど19種目に熱戦を繰り
ひろげましだ

長
崎
県

11月10日(士)---11日(日)市民会館
参加費 :500円(資料代)
(日程)

10日(訪 10:20開会式
11 : 00 シンポジウム

公 11日(日)
13:00 
9:30 
10:00 

分科会

アトラクション

記念講演民
遺書
~ζ 
叫魯惨

~A 

「青少年教育の問題j

鹿児島県立歴史資料館長

新納教義先生

間合わせ先:コミュニティセンタ-(宮④3161) 

大村史談

27号刊行
内容:大村氏先祖について¥

江戸時代の大村宿、

キリシタン法名など

料金:1000円送料:200円

申込先:市立図書館¥史談会

事務局(社会教育課内〉

※子育て電話相談室 E③4070 (毎週火 ・金曜日、午前10時~午後 5時)
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繕
縫
の
ひ
る
路

むお

福
祉
年
金
証
書

を
交
付
し
ま
す

8
月
に
お
預
か
り
し
ま
し
た
年
会
血

証
書
(
老
齢

・
障
害
)
を
交
付
し
ま

す
。
交
付
日
お
よ
び
交
付
場
所

0
日
月
ロ
日
間
i
口
日

ω

保
険
年
金
課
・

各
出
張
所

0
日
月
初
日
間
以
降

保
険
去
五
課

※
保
管
証
で
必
ず
確
か
め
て
く
だ

お川 1111川昭和59年11月1日間l川

建
設
業
に
働
く
人
は
、

全
産
業
労
働
者
の
1
割
を

占
め
て
い
ま
す
が
、
雇
用

の
不
安
定
、
労
働
災
害
の

多
発
な
ど
数
多
く
の
問
題

を
か
か
え
て
い
ま
す
。
こ

れ
ら
の
問
題
の
解
決
を
図

る
た
め
昭
和
日
年
刊
月
よ

り
建
設
雇
用
改
善
法
が
施

行
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
建
設
事
業
主
の
、

団
体
な
ど
が
行
予ユ
雇
用
改

善
の
た
め
の
事
堂
木
に
対
し

て
、
次
の
よ
う
な
助
成
金

雇用改善
小さな努力のつみ重ね
~11 月は建設雇用改善地隼月間~

さ
い
。

持
っ
て
く
る
も
の

証
書
保
管
証
・
印
鑑

※
印
鑑
を
忘
れ
る
と
交
付
で
き
ま

せ
ん
の
で
、
必
ず
持
つ
で
き
て

く
だ
さ
い
。

年
金
受
取
日
日
月
ロ
日
間
以
降

間
合
わ
せ
先

保
険
年
金
課
年
会
血
係

制
度
が
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
利
用
く、
だ
さ

い
。

O
技
能
実
習
等
助
成
金

O
認
定
訓
練
助
成
金

O
職
業
訓
練
推
進
助
成
金

O
雇
用
管
理
研
修
等
助
成

金
O
福
利
施
設
整
備
助
成
金

O
健
康
診
断
助
成
金

O
雇
用
改
善
推
進
事
告
木
助

成
金

間
合
わ
せ
先

大
村
公
共
職
業
安
定
所

(宮
②
2
1
0
1
)

一回
一大
村
市
身
体
障
害
者

一
期
一
ス
ポ
ー
ツ
大
会

ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
、
体
力
の
維
持

増
強
を
図
り
、
明
る
く
積
極
的
な
性

格
と
協
調
精
神
を
養
う
た
め
、
ス
ポ

ー
ツ
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
皆
さ

ん
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
当
日
は
星
美
幼
稚
園
の
鼓

笛
隊
が
特
別
参
ノ
加
し
ま
す
。

日

時

日

月
日
日
田

午
前
9
時
鈎
八
万

場
所

三
城
小
学
校
グ
ラ
ン
ド

申
込
方
法

身
障
連
各
地
区
役
員
を

通
じ
て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

間
合
わ
せ
先

身
障
連
事
務
局

(宮
③

7
0
0
2
)

旧
軍
人
・
遺
族
の
皆
さ
ん

援
護
業
務
巡
回
掴

談
を
隠
催
し
ま
す

旧
軍
人
、
軍
属
、
準
軍
属
、
戦
傷

病
者
や
、
そ
の
遺
族
の
皆
さ
ん
の
各

種
年
金
や
扶
助
料
、

一
時
金
な
ど
に

つ
い
て
援
護
相
談
を
開
催
し
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い。

日
時

日
月
日
日

ωY午
前
9
時

1

午
後
3
時

場
所

市
役
所
第
1
会
議
室

相
談
員

県
老
人
援
護
課
職
員
ほ
か

(1 1 月 1 7 日(土) 、 午後 1 時~3 時、総合福祉センタ ー )※耳とことばの相談日
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叩
月
刊
日
、

熱
戦
が
展
開

さ
れ
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
は
し
し

久
原
、
バ
レ

ー
ボ
ー
ル
は

富
の
原
一

が
優
勝
し
ま
し
た
。

ま
た
、
永
年
に
わ
た
り
社
会
体
育

の
普
及

・
発
展
に
貢
献
さ
れ
た
り、

各
種
大
会
に
お
い
て
優
秀
な
成
績
を

収
め
た
同
体

・
個
人
の
表
彰
も
行
わ

れ
ま
し
た
。

2
位
以
下
の
成
績

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

②
木
場
二

命
v
A
7
村
、
桜
馬
場

バ
レ
ー
ボ
ー
ル

②
鬼
橋

③
古
町、

陰
平
下

体
育
功
労
者

家
富
義
人
(
柔
道
協

会
)
、
森
照
利
(
バ
ス
ケ

ッ
ト
ボ

ー
ル
協
会
)

、
中
村
正
敏
(
軟
式

野
球
協
会
)
、
阿
比
留
秀
敏

(バ

レ
ー
ボ
ー
ル
協
会
)

ス
ポ
ー
ツ
賞

下
村
初
雄
円
陸

k
競

技
協
会
)
、
中
島
泰
二

(
パ
ド
ミ

ン
ト
ン
)

、
長
谷
川
等

・
田
崎
靖

昌

(
銃
剣
道
)
、
野
平
八
郎

・
鶴

亦
雄

(
軟
式
庭
球
)
、
大
村
工
業

高
校
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
部

市
民
ハ
イ
キ
ン
グ

秋
の
一
円
を
、
海
抜

o
mか
ら
五

ケ
原
岳

(
1
0
5
8
m
)
に
挑
戦
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

期
日

日
月
児
日
開
、
小
雨
決
行

集
合

市
役
所
玄
関
前
、
午
前
6
時

ω分
コ
l
ス

市
役
所
1
大
多
武
1
南
川

内

1
五
ケ
原
岳
1
黒

木

(
山
岳
会

員
が
常
時
、
同
行
し
ま
す
。
途
中

下
山
も
で
き
ま
す
)

参
加
料

1
0
0
円
(
保
険
代
)

持
っ
て
く
る
も
の

弁
当
、
水
筒
、

雨
具
、
交
通
費

申
込
期
限

日
月
日
日
附

申
込
・
間
合
わ
せ
先

大
村
山
岳
会

(
宮
④
0
0
8
9
清

水、

③
2
1
8
5
福
田
、
②
3
6

4

6
森一)

第
伺
回

少

年

剣

道

大

会

期
日

ロ
月
2
日
間

場
所

市
民
体
育
館

種
目

同
体
戦
、
個
人
戦
、
紅
白
戦

申
込
期
限

日
月
初
日
制

※
申
込
み
用
紙
は
、
各
道
場
へ
送

付
し
ま
す
。

申
込
み
・
間
合
わ
せ
先

教
育
委
員
会
体
育
課

11 

書

読
書
感
想
文
を
募
集

応
募
資
格

市
内
に
住
ん
で
い
る
人

(
学
生
を
除
き
ま
す
)

テ
ー
マ

読
書
感
想

・
読
書
生
活
、

そ
の
ほ
か
読
書
に
関
す
る
も
の
で

題
名
は
自
由
で
す
。

応
募
方
法

制
字
詰
原
稿
用
紙
5
枚

程
度
で
1
人
1
点
。
作
品
の
前
に

題
名
と
住
所
、
氏
名
を
書
い
て
く

だ
さ
い
。
読
書
感
想
文
は
終
り
に

書
名

・
著
者
名
を
書
い
て
く
だ
さ

い
。
作
品
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

応
募
期
限

ロ
月
お
日
間

応
募
・
間
合
わ
せ
先

市
立
図
書
館

(〒
制
東
本
町
制
)

※
応
募
作
品
は
「
読
書
感
想
文
集
」

に
掲
載
し
て
、
そ
の
文
集
と
-
記
念

品
を
送
り
ま
す
。

包
⑧

2
4
5
7

γ
r

動
労
青
少
得

.
‘
，
‘
.
 

4
n
.

，ι2F 

g
(⑥
1
3
5
3
 

コミュニティセンター)

勤
労
青
少
年
卓
球
大
会

日
時

日
月
お
日
側
、
午
前
9
時

場
所

勤
労
青
少
年
ホ

l
ム

種
目

個
人
戦
、
同
体
戦

参
加
資
格

市
内
に
住
ん
で
い
る
初

歳
未
満
の
勤
労
青
少
年

※
次
の
場
合
は
出
場
で
き
ま
せ
ん
。

O
前
3
回
の
ホ

i
ム
、
主
催
で
の
大

会
優
勝
者
は
個
人
戦
に
、
同
体

戦
は
前
2
同
の
大
会
で
優
勝
し

た
同

一
メ
ン
バ
ー
で
の
編
成

O
実
力
な
ど
そ
れ
相
当
と
、
モ
催
者

で
認
め
た
人

申
込
期
限

日
月
四
日
開

申
込
・
間
合
わ
せ
先

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

※ 第 8 団長崎県高校書道展 (1 1 月 15 日(木)~ 1 8 日(日) 、

ク
ル
1
7
・
ザ

1
タ
ル

…J

議
員
募
集

3

B
体

操

例
会
日

毎
週
金
曜
日
、

午
前
日
時

ー
正
午

場
所

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

会
費

円

2
0
0
0
円

申
込
・
間
合
わ
せ
先

宮
③
8
9
0
3
(
荒
木
)
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固
有
財
産
を
公
売

物
件

土
地
(
宅
地
)
問
・
必
2m

場
所

池
田
新
町
市
番
M

公
売
方
法

一
般
競
争
入
札

現
地
説
明

日
月
比
日
制
、
午
前
日

土
寸

入
札

口
月
初
日
刷
、
午
前
日
時
、

長
崎
財
務
事
務
所

(長
崎
市
)

間
合
わ
せ
先

大
蔵
省
長
崎
財
務
事

務
所

(宮
長
崎
⑫
4
2
7
1
)

※
現
地
お
よ
び
市
役
所
に
公
示
書
を

掲
示
し
て
い
ま
す
。

長
崎
県

民

俗

芸

能

大

会

県
内
に
伝
わ
る
郷
土
芸
能
に
対
す

る
認
識
を
深
め
、
民
俗
芸
能
の
保
存

な
ど
を
目
的
と
し
て
聞
か
れ
ま
す
。

日
時

日
月
お
日
制

・
勤
労
感
謝
の

日
、
午
後
1
時
開
演

場
所

長
崎
市
公
会
堂

出
演
団
体

黒
丸
踊
り
な
ど
6
団
体

入
場
料

無
料

(アスター)

ア
セ
ア
ン

貿
易
セ
ミ
ナ
ー

ア
セ
ア
ン

5
か
国

(イ
ン
ド
ネ
シ

ア
、
マ
レ
ー
シ
ア
、
フ

ィ
リ
ピ
ン
、

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
タ
イ
)
と
の
経
済

交
流
促
進
の

一
還
と
し
て
開
催
さ
れ

ま
す
。

日

時

日

月
日
日
俗
、
午
前
9
時
1

午
後
5
時

場
所

長
崎
商
工
会
議
所

内
容
O
日
本
と
ア
セ
ア
ン
と
の
貿
易

概
況

O
ア
セ

ア
ン
諸
国
か
ら
の
輸
入
促

進
に
関
す
る
講
演

O
そ
の
他

ゲ
ス
ト

ア
セ
ア
ン

5
か
国
担
当
商

務
官

第

2
回
料
理
展
示
会

大
村
市
調
理
士
技
術
研
究
会
は
、

毎
週
1
回
開
催
し
て
い
る
、
各
料
理

部
門
交
互
の
講
習
会
の
成
果
を
発
表

し
ま
す
。

日

時

日

月
ロ
日
開
、
午
前
日
時
1

午
後
5
時

場
所

市
民
会
館
ロ
ビ
ー

長
崎
県

ふ
る
さ
と
農
業
ま
つ
り

期
間

口
月
日
日
ω
1
1
日
間

場
所

総
合
農
林
試
験
場

・
農
業
経

営
大
学

校

(
諌
早
市
)

内
容
O
郷
土
の
特
産
物
展

O
ふ
る
さ
と
の
味
・

茶
屋

O
農
林
畜
産
物

・
加
工
品
の
展
示

即
売

O
ふ
れ
あ
い
広
場

。
そ
の
他

海
上
自
衛
隊
大
村
航
空
墓
地

開
隊
お
周
年

記
念
行
事
を
開
催

日
時

日
月
日
日
間
、
午
前
9
時
i

午
後
3
時
初
分

場
所

大
村
航
空
基
地

内
容

展
示
飛
行
、
体
験
航
海
、
音

楽
隊
演
奏
、
模
擬
庖
ほ
か

※
当
日
は
隊
内
を

一
般
開
放
し
ま
す
。

自
衛
隊
生
徒
募
集

資
格

中
学
を
卒
業

(見
込
み
を
含

む
)
し
た
人
で
げ
歳
未
満
の
男
子

受
付

日
月
1
日
嗣
1
ω
年
1
月

5

日

t

試
験

(
一
次

)ω
年
I
H
8
白
川

試
験
場

諌
早
商
工
会
議
所

申
込
・

間
合
わ
せ
先

大
村
差
京
事
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